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館⾧挨拶
日本工業大学は、「実工学教育」を基本理念に掲げ、実社会で人に寄り添い、多面的な社会貢献

が可能な実践的技術者を育てることを教育目標としております。当博物館は、この目標を実現すべ
く、学園創立80周年を記念して、1987年（昭和62年）に大学キャンパス内に開設されました。この
開設の動機は、当時、本学園内で教育設備として使用されていた工作機械が更新時に廃棄され、ま
た、産業界でも貴重な工作機械や工業製品が廃棄されていくなかで、これらを保存し、本学のもの
づくり教育に生かすことにありました。2017年開設30周年を迎えましたが、開設以来の着実な収
集・保存活動が結実し、多数の歴史的価値のある工作機械を中心に、400点以上の日本の産業の発展
に貢献した、大から小までの多数の歴史的価値の高い工業製品を展示する博物館に成⾧し、学内外
の皆様にご利用いただいております。展示施設としては、本館、蒸気機関車館（SL館）、箱根登山鉄
道電車などを展示する屋外展示場、工作機械専門図書資料室などを所有しております。
当博物館の大きな特徴は、大きく、3つのコンセプトを持って運営していることです。
一つ目は、工作機械を中核とする工業技術博物館にすることです。工作機械は、皆様が日常的に

使っている電車、車、家電製品などを始めとして、全ての機械を作り出している機械ですが、この
工作機械を中核として、工作機械が生み出した蒸気機関車、発電用タービン、その他、歴史的に価
値のある工業製品を多数展示しております。これらを通して、各種工業製品の歴史を振り返り、産
業発展への工作機械の貢献度の大きさと、工作機械が我々の日常生活にとっても不可欠な存在であ
ることを実感頂けるものと思います。また、これら各種工業製品を作り出すためには、多種多様な
工作機械が必要であることも感じ取って頂けることと思います。
二つ目は、この工作機械に関しては、世界に類を見ない博物館にすることです。そのため、約270

台という多数の多種多様な歴史的価値の高い工作機械を所蔵し、その約7割を動態保存として、実際
に動かして皆様にお見せできるようにしております。それも単体の機械だけではなく、昔の町工場
も復元して、その実稼働状況もお見せしております。これに加えて、「工作機械専門の図書資料
室」を開設して、「工作機械の基礎・本質」を学び、「その歴史的技術変遷」を調査・研究できる
環境を提供しております。
このように、歴史的価値の高い工作機械の実物と多くの歴史的文献資料を併せて学ぶことにより、

工作機械の基本構造と基本的な動きとその原理とともに、基本的な加工機能などを理解することが
できます。また、年代順に展示された工作機械からは、過去から現在までの技術変遷を学ぶことが
できます。さらには、機械的な制御だけで、現在の最先端の工作機械と同様の動きを実現させた先
人の知恵と発想力に触れることができます。
そして、三つ目は、博物館の基本的な活動を産学連携で実施することです。このため、博物館後

援会を設置しており、個人会員に加えて、工作機械メーカをはじめとして、多くのものづくり関連
企業の皆様に法人会員としてご支援を頂きながら、特別展、講演会、人材育成、調査研究などの各
種事業を実施しております。
以上のように当博物館は、他館では見られない多くの特徴と魅力を持っております。より多くの皆
様に、これらの特徴を有効活用して頂き、それぞれの立場で、「工作機械とは、何か」をご理解い
ただき、その凄さ、面白さを感じて頂くとともに、工作機械の過去を学び、今を理解し、その未来
を考える場としてもご利用いただければと思います。皆様のご来館を心よりお待ち申し上げており
ます。
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